
大阪市生涯学習推進員協議会会則《細則》
大阪市生涯学習推進員協議会会則第13条及び第19条における運営委員長・副運営委員長・書記・会計・会計監査の選出方法について、次のとおり定める。
運営委員長は、次の方法により選出される。
（１）運営委員長が、３年を上限として継続する場合は、年度内の運営委員会において承認を得る。

（２）運営委員会において、新年度の運営委員長を決める必要がある場合は、推薦委員会の設置を決定することができる。

（３）推薦委員会は、

· 北ブロック（北区、都島区、福島区、淀川区、東淀川区）

· 中央ブロック（中央区、西区、天王寺区、浪速区）

· 西ブロック（此花区、港区、大正区、西淀川区）

· 東ブロック（東成区、生野区、旭区、城東区、鶴見区）

· 南ブロック（阿倍野区、住之江区、住吉区、東住吉区、平野区、西成区）

の各ブロックより１名の推薦委員を選出し構成する。現運営委員長は出席して意見をのべることができる。
（４）推薦委員は、候補者になることはできない。

（５）副運営委員長、書記、会計は、推薦委員になることはできない。
（６）推薦委員は、年度内の運営委員会までに推薦委員会を開催のうえ候補者を推薦する。

（７）推薦委員会において推薦された候補者は、運営委員会で報告、選出される。ただし、年度内の運営委員会で選出されなかった場合は、運営委員会で決められた時期までに再度推薦委員会を開催のうえ、候補者を推薦し、運営委員会で承認のうえ選出する。

副運営委員長・書記・会計・会計監査は、次の方法により選出される。
（１）運営委員長が、副運営委員長・書記・会計・会計監査を指名し、運営委員会で承認を得る。
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